
はるになるとよくみかける「たけのこ」。 たけのこの
なまえは「たけ」の「こども」といういみだけど、たけは
せがたかくて、いろもみどりであまりにていない。 たけ
のこはどうやってたけにせいちょうしていくのだろう？ 
アスファルトのかたいじめんもつきやぶって、ぐんぐん
とそだつたけのこのひみつをのぞいてみよう。

みなとくりつとしょかん が  すすめる ほんみなとくりつとしょかん が  すすめる ほん
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みなとくりつとしょかんのホームページ

https://www.lib.city.minato.tokyo.jp

み た 03-3452-4951

港区芝公園 3-2-25 03-3437-6621

港区六本木 5-12-24 03-3585-9225

み な と

あ ざ ぶ

としょかん

としょかん

としょかん

港区南青山1-3-3
（青山一丁目タワー 3階） 03-3408-5090
港区高輪 1-16-25
（高輪コミュニティーぷらざ 3階） 03-5421-7617
港区高輪 1-4-35
（高輪子ども中高生プラザ 3階） 03-3443-1666
港区港南 3-3-17
（シティハイツ港南 1～3階）

港区芝 5-36-4
（札の辻スクエア4～6階）

03-3458-1085

あかさか

たかなわ

たかなわ としょかん
ぶんしつ

としょかん

としょかん

としょかんこうなん

港区立図書館
みなと  く  り つ  と  しょ  かん

におすすめのほんは、うらめん

１・２ねんせいにおすすめのほん
で  ぐち 　　　　         　 さく

り ろん しゃ
出口 かずみ／作

理論社
うろおぼえ一家の
おかいもの
あひるのかぞくはなんでもうろおぼえ。 あるひ、
はやおきしておかいものにでかけます。 なにを
かうんだっけ？ うろおぼえいっかのあやふやな
おかいものはつづきます。 さて、うろおぼえいっか
のほんとうにほしかったものはなんだったので
しょうか？

 たにかわ しゅん た  ろう 　　ぶん

え 

かん

谷川 俊太郎／文
はた こうしろう／絵

アリス館

ぼくとがっこう

がっこうは、いえとちがって、おかあさんじゃなくて
せんせいがいるし、ひろいにわもある。 ともだちと
なかよしのひもあれば、けんかしちゃうひもある。 
あなたはきょうがっこうで、どんないちにちを
すごしたかな？

みつおか    ま   り  　　さく

え 

かん

光丘 真理／作
コマツ シンヤ／絵

フレーベル館

だいすけのおきにいりは、ながれぼしのランドセル。
でも、となりのせきののぶやくんもおなじランドセル
をもっていて、なんだかいらいら。 はなすのがゆっくり
だから「のろのろのろやくん」だなんて、こころのなか
でわるぐちをいっていた。 そんなあるひ、のぶやくん
のたいせつなしたじきにきずをつけてしまって…。

く  どう じゅんこ  　　さく

よし  だ    ひさのり  　　え 

きん      ほし しゃ

工藤 純子／作
吉田 尚令／絵

金の星社

しんぱいなことが
ありすぎます!
いちねんせいのももはしんぱいしょう。 わすれ
ものをしたくなくて、いつもにもつをいっぱいもち
あるいています。 そんなもものことを「やどかり
みたい」ってからかったかずまくんのランドセル
には、いつもふでばこしかはいっていません。
せいはんたいなももとかずまくんのおはなし。

ぶん

 ほりかわ    り   ま   こ   　　え 

しゅっぱん

キム ファン／文
堀川 理万子／絵

ほるぷ出版

ひとがつくった
どうぶつの道
どうぶつたちがくらすばしょに、どうろができました。 
くるまがたくさんはしるようになると、くるまにひか
れてしまうどうぶつもいます。 「ひとのみち」が、どう
ぶつたちをこまらせているのです。 そこで、あたらしい
「どうぶつたちのみち」をつくることにしました。 どう
ぶつとなかよくくらすためのくふうがつまっています。

 の  なか  しげゆき  　かんしゅう

野中 重之／監修
ひさかたチャイルドみち

ながれぼしのランドセル
おはなしのまど ⑨

たけのこなんのこ？
しぜんにタッチ!

３・４ねんせい ５・６ねんせい

発行元：港区立三田図書館　〒108-0014 港区芝5-36-4 （札の辻スクエア4～6階）　電話 03-3452-4951
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おれは女の子だ

分解系女子マリー  

富士山のまりも
夏休み自由研究５０年後の大発見
たくさんのふしぎ傑作集

３・４ねんせいにおすすめのほん
 さく

やく

うしおしゅっぱんしゃ

デブ・ピルッティ／作
やまもと まなみ／訳

潮出版社

いわじいさんは
うんとながいき
はらっぱのはしっこに、いわじいさんはみんなが
生まれるずっと前からすわっている。 たいくつじゃ
ないのかとはらっぱのみんながきくと、いわじいさんは
話しはじめます。 いわじいさんはむかし、空をとんだ
ことも、きょうりゅうに会ったこともあるのだと…。 
とっても長生きな、いわじいさんのおはなし。

さく　　　　　　　　　　　　　　さく

さく　　　　　　　　　　　　　　さく

きのした    ま   ほ 　　やく  　はやし だいすけ 　かんしゅう かいせつ

しゅっぱん

アンドレ・ホドリゲス／作　ラリッサ・ヒベイロ／作
パウラ・デスグアウド／作　 ペドロ・マルクン／作
木下 眞穂／訳　林 大介／監修・解説

ほるぷ出版

どうぶつ
せんきょ

森の王さまのライオンが、川の水をひとりじめして、
かってにプールを作ってしまいました。それにおこった森の
どうぶつたちは、せんきょをして、新しいリーダーをきめる
ことにします。 ブラジルの子どもたちのワークショップ
をもとに作られた、せんきょのしくみがわかる絵本。

し

ふ じ さん

しょう おんな こ ほん だ　きゅうさく　　さく

いち  い  　　　　　　　え 

しゃ

本田 久作／作
市居 みか／絵

ポプラ社

ピンク色の空の絵をかいたらへんって言われるの
はなぜ？ 女の子の友だちに「きれいじゃない」っ
ていったらどうしていけない？ おれにはわから
ないことだらけだ。 だけど、わからないままに
するのはいやだから、おれは考えてみた。

なん  だ   かん  た  　　さく

み   き   けん  じ　　　え 

こうせいしゅっぱんしゃ

南田 幹太／作
三木 謙次／絵
佼成出版社

ぼくの師匠は
スーパーロボット
こころのつばさシリーズ

クラスでロボットをもっていないのはぼく一人。くやしくて
ムカムカした帰り道、なんと三千円の人がたロボットを
売っているお店をみつけます。 お父さんにおねがいして
買ってもらったんだけど、とんでもないおじいちゃん
ロボットで、お父さんとぼくは毎朝たいへんなことに…。

かめ  だ    よし しげ　　ぶん

さいとう  としゆき  　　え 

ふくいんかん しょ てん

亀田 良成／文
斉藤 俊行／絵
福音館書店

夏休みの自ゆうけんきゅうのために家にやってきた
まりもは、その後もにわで大切にそだてられていました。 
５０年たったある日、わが家で元気にふえつづけている
まりもが、本家の山中こではぜつめつしかけていること
を知ります。 なんとこれが、５０年後の大はっ見に！

み ぢか　　

かた ず かん   

へんしゅうい いんかい　　へん

ぶんけんしゅっぱん

「そうだったのか ! 身近な
もののはかり方図鑑」

編集委員会／編
文研出版

そうだったのか!
身近なものの
はかり方図鑑
ビジュアル解説!

山の高さや野生どうぶつの年れい、星のじゅみょう、
じょう車りつなどなどみ近なものをどうやって
はかっているのか「はかり方」がわかる本です。 
いろんなものをはかってみよう！
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５・６ねんせいにおすすめのほん
ぶん
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ふくもと    ゆ   み   こ  　　やく

しゅっぱん

ジム・エイルズワース／文
バーバラ・マクリントック／絵

福本 友美子／訳
ほるぷ出版

おじいちゃんの
コート

仕立て屋になったおじいちゃんがはじめてつくった
青いコートは、いつもおじいちゃんといっしょで
した。 おじいちゃんが年をとるごとに形を変え、
最後に残ったのは…。

ゆ あさ  しょうた  　　さく

いし い    きよたか  　　え 

に  ほん  と  しょ  　　　　　　　

湯浅 正太／作
石井 聖岳／絵

日本図書センター

みんなとおなじく
できないよ
障がいのあるおとうととボクのはなし

おとうとはかわいい。でも時々はずかしい。 すきな
のに、いっしょにいるとボクの心がグチャグチャに
なる。 これはおとうとのせい？ こんなぼくはダメ
なこ？ しょうがいのある「おとうと」がいる小学生の
「ボク」のゆれる思いが、ていねいに伝わる絵本。

ちょ

た  なか   な    つ   こ  　　やく

こうだんしゃ

 パドマ・ヴェンカトラマン／著
田中 奈津子／訳

講談社

橋の上の子どもたち
文学の扉

カワネズミを見てみたい!
水にもぐる銀色の小動物の研究
くもんジュニアサイエンス

「なにもかも失っても、きっと進むべき道はある。 大事
なおくり物は、ゆめをずっと持ち続けていいよという、
しるし。」 ある理由から橋の上でくらすことになった
姉妹、ラクとヴィジ。 生きるのにせいいっぱいのくらし
だが、やがて信らいできる仲間もできた。 ひんこんの
中、気高く生きる子どもたちのほこり高き物語。

 さく

 はしもと めぐみ  　やく

しょうがくかん

クリス・エディソン／作
橋本 恵／訳

小学館

機械を何でも分かいしてしまうマリー。 ゆめは
なん病で車いす生活のママにかいてきにすごせる
家をプレゼントすること。 念願かなって、有名き業
が主さいするサイエンスキャンプに参加すること
になったが．．．。

もりもと   き   え  　　ちょ

こばやし   とも みち　　ちょ

しゅっぱん

森本 祈恵／著
小林 朋道／著
くもん出版

「モグラなのに名前はネズミ。 泳ぎ、銀色に光る」と
いうあまり知られていないカワネズミ。 どんな生き物
なのか知りたくて大学のゼミで研究をはじめました。 
まずカワネズミを見つけるところからはじまり、そして
つかまえることに成功！ たくさんの実験をカワネズミ
に手伝ってもらい、おどろきの発見をします。

 ディーケーしゃ 　へん

 こばやし れい  こ  　　やく

かわ で  しょぼうしん しゃ

ＤＫ社／編
小林 玲子／訳
河出書房新社

博物館のバックヤードを
探検しよう!
博物館のすごい裏側大図鑑

博物館はまるで「たから物の部屋」。 大昔から
続く、れきしのある物を、「直す・（足りないものを）
作る・調べる・語る・かざる」の全てを行って、多く
の人たちに見せてくれます。 そんな博物館のすごい
うら側をのぞいてみよう！
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なつやす じ　ゆうけんきゅう ねん ご だいはっけん

けっさくしゅう


